
取組内容 取組者の感想

地域銘柄がなくなる
ことに不安はありま
したが、問題なく使
えています。

肥効の長さで２
種類あるので圃
場によって使い
分けています。

コスト低減効果

従来の
同等成分肥料対比

概ね ▲１５％

県内で約９０種類の地域銘柄が存在したため、製造コストが増加･･･

〈そこで…〉

  

〇県内ＪＡで使用されているコシヒカリ用の有機入り銘柄の集約をすすめています。
※上記銘柄以外に「有機３０元肥・有機３０穂肥（分施タイプ）」や「土づくり肥料（省力タ
イプ）」などラインナップに加え、さらなるコスト低減に取り組んでいます。

〇スーパー元肥シリーズに使用する被覆肥料は、①プラスチック使用量を削減し、
②圃場外へ流出しにくい「Ｊコート」に切り替えをはかっています。

 ※肥料成分溶出後のプラスチック殻を河川等に流出しないようご協力ください。

※畑作肥料（汎用タイプ）は「あい菜名人」に銘柄集約してコストを低減！

銘柄集約で低コスト！「水稲用ＪＡ県下統一肥料」

コスト低減（物財費、労働費）に
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